
 

 

 

 

 

 

 

 

 厚生労働省の「平成24年簡易生命

表」によると、日本人の平均寿命（０

歳の平均余命）は、男性が79.94年、

女性が86.41年でした。 

 前年と比較して男性は0.50年上回

り、過去最高となりました。女性は

0.51年上回りましたが、平成21年の 

86.44年（過去最高）と比べると、

0.03年下回っています。主な年齢の

平均余命をみると、男女とも全年齢

で前年を上回っています。また、平

均寿命の男女差は6.47年で、前年よ

り0.01年増加しました。 

●特定年齢の生存数       

男女それぞれ10万人の出生に対し

て65歳の生存数は、男性87,760人、

女性93,844人となっています。これ

は65歳まで生存する割合が男性は

87.8％、女性は93.8％であることを

示しています。同様に、75歳までは

男性73.1％、女性86.9％、90歳まで

は男性22.2％、女性46.5％となって

います。 

０歳以上の定常人口（生命表上の

全生存年数）は、男性799万人、女

性864万人となっており、65歳以上

の定常人口（生命表上の65歳以上生

存年数）は男性166万人（０歳以上

の定常人口に対する割合20.7％)、

女性224万人（同25.9％)となってい

ます。  

生命表上で、出生者のうちちょう

ど半数が生存すると期待さ

れる年数を「寿命中位数」

といい、平成24年において

は、男性82.95年、女性

89.25年で、平均寿命に比

べ、男性は3.01年、女性は

2.84年上回っています。

 

●簡易生命表とは 

 平成24年簡易生命表は、

平成24年における我が国の

死亡状況が今後変化しない

と仮定したときに、各年齢

の人が１年以内に死亡する

確率や平均してあと何年生

きられるかという期待値な

どを死亡率や平均余命など

の指標（生命関数）によっ

て表したもので、我が国の

死亡状況を厳密に分析する

上で不可欠なものとなって

います。また、「平均寿命」

は、保健福祉水準を総合的

に示す指標として広く活用

されています。 

簡易生命表は、推計人口

による日本人人口や人口動

態統計月報年計（概数）を

もとに毎年作成、完全生命

表は、国勢調査による日本

人人口（確定数）や人口動

態統計（確定数）をもとに

５年ごとに作成されます。

各年齢の平均余命 

厚生労働省「平成24年簡易生命表」より 

男男性性のの平平均均寿寿命命はは、、  

過過去去最最高高をを更更新新！！  

男性７９.９４年、女性８６.４１年
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